
い
ま
大
学
史
を
研
究
し
学
び
合
う
意
義
に
つ
い
て

ー
専
修
大
学
史
の
編
集
か
ら
考
え
る
|

は
じ
め
に

い
ま
私立
大
学は
冬の
時
代に
入っ
てい
ると
言われてい
る 。
そん
な
中

で
生き
残りを
か
けて 、
次
代の
大
学像を
模
索し
てい
る
私立
大
学がなん

と
多い
こ
と
か。
し
か
し
そ
れは
すべ
ての
私立
大
学に
とっ
て 、
本来
常に

追
求し
続けな
ければな
らない
課題で
ある 。
なぜ
な
ら
変
動の
激し
く
未

来が
読みづ
らい
二
十一
世紀に
おい
て 、
大
学が
時
代を
リー
ド

する
知の

発
信地と
し
て 、
その
存
在価
値が
間断な
く
問われ
続けてい
る
か
らで
あ

る 。その
時 、
そ
れぞ
れの
私立
大
学が
持つ
建
学の
精
神に
立ち
返
り 、
そこ

か
ら
改め
て
問い
直すこ
と
が
求め
ら
れてい
る 。
その
際 、
こ
れ
まで
蓄
積

し
て
きた
歴
史や
伝統を
無
視し 、
まっ
た
く
新た
な
大
学像を
構築するこ

と
は 、
あっ
て
はな
らない 。
そ
れがい
かに
高遇な
理
想で
あ
ろ
うと
も 、

次
代へ
の
方向
性を
誤
り 、
創立
以
来大
学の
研
究と
教
育に
か
か
わっ
て
き

た
多くの
大
学人の
努
力を
無
駄に
する
もの
と
な
る
か
も
知れない
か
らで

ある 。

青

木

美
智
男

(
専
修
大
学
二ニ
O
年
史
編
集
主
幹)

大
学は 、
教
員・
職
員 、
学生の
み
で
成り立っ
てい
るの
で
はない 。
そ

こ
で
学び 、
巣立っ
た
多くの
卒
業生を
加え
て
成り立っ
てい
る 。
卒
業生

た
ち
が
社
会に
おい
てい
かな
る
存
在と
し
て
-認知さ
れてい
る
か
が 、
社
会

が
その
大
学の
イメージ
を
決定づ
ける
重
要な
要素だ
か
らで
ある 。

私立
大
学に
はカ
ラ
ーが

ある 。
大
学の
個
性と
言い
換え
て
もよい
が 、

そ
れはその
大
学に
存在した
教
員・
職
員 、
学生た
ち
が
長い
歴
史の
な
か

で
構築して
きた
もの
で
ある 。
そ
して
その
個
性は 、
間違い
な
く
創立
者

た
ちの
建
学の
精
神を
体現した
もの
で
あると
言っ
てよい
だ
ろ
う 。

専修大
学は
今
年創立一
三
O
年を
迎え
る 。
二
十一
世
紀にふ
さ
わしい

大
学と
して 、
世
界に
貢献で
きる
大
学像を
描くと
き 、
その
原点に
立ち

返っ
て 、
そこ
か
ら
新た
な
大
学像を
模
索するこ
と
は 、
こ
れ
まで
述べ
て

きた
観
点か
らみて
妥当な
判断で
ある 。

し
か
もその
際 、
重
要なこ
と
は 、
歴
史を
描く
時の
資
料を 、
ある
特定

の
人々
が
独
占するこ
と
な
く 、
つ
ね
に
多くの
人々
に
公
開さ
れ 、
情
報を

共
有で
きる
体
制を
構築し
てい
るこ
と
で
ある 。
なぜ
な
ら 、
新た
な
大
学
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像を
構築する
際 、
原点に
立ち
返る
と
言っ
て
も 、
情報が
独
占さ
れてい

た
り
隠ぺ
い
さ
れてい
て
は 、
議
論の
しょ
うが
ない
し 、
誤っ
た
方向へ
導

か
れる
危
険性を
阻止で
き
ず 、
大
学が
あるべ
き
姿を
維持するこ
と
すら

危ぶ
ま
れる
か
らで
ある 。
その
点か
ら 、
大
学の
歴
史
的資料の
収集と
保

存 、
そして
公
開の
体
制を
整え 、
充
実するこ
と
が
早急の
課題と
な
る 。

一専修大学史の編集から考える一

専
修
大
学
の
取
り
組
み

専
修
大
学は 、
この
間 、
『
専
修大
学
百
年
史』
を
編
纂する
際 、
創立
以

来の
関
係
資
料の
収集に
努め
て
きた 。
また
五
年ご
とに
大
学の
歴
史をビ

ジュ
アル
的に
紹
介する 、
い
わゆ
る
「
年
史」
を
刊
行し 、
在
学生に
専
修

大
学と
はい
かな
る
大
学か
とい
う
情報を
提供して
きた 。

しかしこ
れだ
けで
は
多様な
価値観を
持っ
て
入
学して
きた
学生た
ち

に 、
専
修大
学の
存
在意
義を
理
解して
もら
うの
に
は
無理が
ある 。
子に

取っ
て
見て
も
読まな
ければ
伝わらない
か
らで
ある 。
そこ
で
日
高
義博

理
事長・
学長は 、
入
学式をはじめ
学生と
接触で
きる
機会をと
らえて 、

創立
者た
ちの
思い
と
努力によっ
て
今日に
至っ
てい
るこ
と
を
訴え 、
誇

りを
持つ
こ
と
を
求め
て
きた 。
そ
れは
鋭い
感
性と
大きな
希望を
持っ
て

入
学して
きた
学生た
ちに
な
ら 、
理
解して
もらえる
と
期
待して
きた
か

いま大学史を研究し学び合う意義について

らで
ある 。

ただ
入
学式とい
う
独
特な
雰
囲気の
中で 、
緊
張し
きっ
た
新入生た
ち

に
は 、
理
事長・
学長の
訴えを
自己の
大
学生
活の
出発に
し
得た
学生が

ど
れほ
どい
たこ
と
で
あ
ろ
う 。
そ
して
四
年後の
卒
業式まで 、
ほ
とん
ど

建
学の
精神の
原点で
ある
創立
者た
ちの
歴
史に
触れる
機会もな
く
過ぎ

てい
く 。
そ
れで
卒
業式に
再び
同じ
話を
聞い
て
大
学に
愛
着を
持て
とい

うの
は 、
い
ささ
か
無理が
ある 。

創立
者が
福
津諭
吉で
あ
り 、
大
隈
重
信や
津田
梅
子な
ら 、
まだい
い 。

彼らの
こ
と
は 、
高校生の
時
代に
日
本
史の
授
業で
学び 、
大
学受
験を
通

して
どん
な
大
学の
創立
者で
ある
か
を
十分認
識してい
る
か
らで
ある 。

そ
うで
な
けれ
ば 、
本来な
ら
彼らと
同じ
志を
持ち
な
が
ら 、
近
代の
高

等
専門
教
育に
情熱を
燃やした
青
年た
ち
が 、
い
ま
自
分が
学ぶ
大
学の
前

身を
創立したこ
と
を 、
大
尚子自身が
学生た
ちに
伝達しな
ければな
らな

い
は
ずで
ある 。
なぜ
な
ら 、
ある
著
名な
創立
者た
ちを
持つ
私立
大
学の

卒
業生た
ちだ
けが 、
日
本の
近
代国
家を
支え 、
礎に
なっ
て
きたの
で
は

ない
か
らで
ある 。
志を
同じ
くする
他の
高等
専
門
学校で
学ん
だ
学生た

ち
も
また 、
様々
な
場面で
大きな
力とな
り 、
社
会の
発
展の
礎に
なっ
て

きたこ
と
は
間違い
ない
事実だ
か
らで
ある 。

その
点で
専
修大
学は 、
遅ればせ
な
が
ら 、
平
成初
年度か
ら
歴
史
学担

当の
大
谷正
教
授を
中心に
「日
本の
大
学
史の
な
かの
専
修大
学」
と
題
す

る
講座を
開講し 、
学生に
向けて
大
学側か
ら
積極
的に
発
信するこ
とに

なっ
た 。
だ
か
らこの
講
義を 、
受講生に
専
修大
学へ
愛
着を
持っ
て
もら

うだ
けの
講
義内
容に
して
はな
らない
と
考えた 。
同
時に 、
大
学が
日
本

の
近
現
代の
歩み
と
と
もに
存在して
きたこ
と
か
らみて
も 、
日
本の
近
現

代
史の
政
治や
社
会・
経済と
か
ら
ませ
な
が
ら 、
専
修大
学が
果た
して
き

た
役割を
位置づ
ける
内
容に
しよ
うと
考えた 。
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平成20年度 専修大学教養科目総合科目E

「日本の大学史のなかの専修大学」講義要項詳細

〈テーマ〉

日本の大学史のなかの専修大学

※総合科目3 I日本の大学史のなかの専修大学」は前期・4時限

と5時限の連続講義です。

〈使用教材〉

プリントを配布するO 参考文献として「専修大学125年』を配

布する。

〈講義の目的・内容〉

教育・学術の歴史研究は近年とみに注目され、従来の教育史な

どの狭い枠を乗り越えて発展しているO この講義は、専修大学の

歴史を「知の歴史研究」の枠組みの中に位置づけようとする試み

であるO

1880年に創立された専修大学は、近代的・西洋的高等教育を、

日本人教師を中心に、日本語によって行うという画期的な教育制

講義内容 度を標梼し、近代日本の高等教育制度(私立大学)の魁をなした。

この点で、お雇い外国人教師が、外国語で教育する、帝国大学・

官立大学のシステムと大きな違いがあり、後進国の近代化過程を

比較研究する場合にも、興味ある論点を提示しているO

しかし、民間の力を使った、ユニークなシステムの故に、 日本

の私学は長く苦難の道をたどらざるを得ず、専修大学もその例外

ではなかった。 以上のような、専修大学創立の輝かしく、そして

苦難に満ちた歴史を学問的に分析評価すること、そして経営者と

教師中心の大学史で、はなく、そこに学んだ学生と社会で活躍する

卒業生たちに視点、を当てて分析することが、この授業の目指すと

ころであるO

このように、本授業はあくまで近年の学問水準によった講義を

行うことを目指すが、一方で受講した学生たちに、本学建学の理

念と先人たちの努力の歴史を学んでもらうことで、本学に集うも

ののアイデンティティを持ってもらえれば幸いである。

平常点評価:出席とレポートにより評価するO

成績評価の方法
各授業日毎に質問用紙を配布し、回収し、これを出席カードとし

て取り扱うO

授業期間中、 2回のレポートの提出を求めるO

- 6 -



いま大学史を研究し学び合う意義につ いて 専修大学史の編集から考える一

科 目 名 総合科目E

職名/担当教員 法学部 教授 大谷 正

曜日/時限 木曜日 4時限

期 間 前期

開講区分/校舎 一部生田/生田

科目区分 教養教育科目

西日 当 全1234

単 位 4単位

担当教員およびテーマ

4月17日 法学部教授・大谷正 知の歴史研究としての大学史研究-講義ガイダンス

元文学部教授・青木美智男 創立前史-前近代日本の教育-

4月24日 専修大学長・日高義博 建学の精神と大学の未来

5月8日 元文学部教授・青木美智男 専修大学の創立と発展

5月15日 法学部教授・高木侃 創立者群像-専修大学と近代日本の法律学

5月22日 経済学部教授・永江雅和 創立者群像-専修大学と近代日本の経済学

5月29日 法学部教授・大谷正 転換期の専修大学 大学昇格問題の周辺

麗津大学教授・棲井良樹 転換期の専修大学 阪谷芳郎総長

6月 5 日 法学部教授・大谷正 明治・大正期の学生たち

6月12日 文学部教授・新井勝紘 大学・学徒・戦争-専修大学と専大生に注目して一

6月19日 法学部教授・大谷正 敗戦と再出発-今村力=郎総長の誕生-

法科大学院教授・石村修 法律家としての今村力=郎

6月26日 元文学部教授・青木美智男 高度経済成長と大学の発展

7月3日 法科大学院教授・宮岡孝之 専修大学を巣立った人々

7月10日 愛知大学准教授・神谷智 大学史叙述の方法と問題

一「大学の歴史」と「大学史の叙述J-

国士舘大学教授・佐々博雄 大学史叙述の方法と問題

一『国士舘九十年J編纂事業を通して一

7月17日 シンポジウム 大学の過去と未来を語る
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し
か
し
問題は 、
講
義の
講
師陣をど
う
する
かに
あっ
た 。
おそ
ら
くど

この
大
学で
も 、
自
分の
大
学の
歴
史その
もの
を
専門に
研究する
研究
者

を
採用してい
る
大学はそれほどあるまい 。
日
本近現代史研究プロパ
!

の
教
員は
存
在し
て
も 、
大
学史に
関心を
持つ
研
究
者がど
れほ
どい
る
だ

ろ
うか。
まし
て
や
経済史や
法
制史 、
商
業史な
どの
研究
者の
な
かに 、

自
分が
在籍する
大
学の
歴
史に
関心を
もっ
て
研
究を
進め
ら
れてい
る
研

究
者な
ど
存
在するの
か、
とい
う
危
慎の
念が
先に
きて
し
まい 、
企
画を

断念せ
ざる
をえ
ない
場合も
想定した 。

その
点で
も
著
名な
出版
社か
ら
創立
者の
全
集が
刊
行さ
れてい
た
り 、

著
作
集や
書
簡集な
ど
が
刊
行さ
れ 、
多くの
研究
者が
情報を
共
有で
きて

い
る
大
学と
は
違い 、
大きなハ
ン
ディ
を
背
負っ
ての
出発と
な
る 。
私立

大
学が
刊
行し
てい
るこ
れ
までの
大
学史に
は 、
質的に
見て
良
質な
内
容

の
もの
が
多
数ある
が 、
そ
れ
らがどこ
まで
広まっ
てい
る
かとい
え
ば心

もと
ない 。

し
かしこ
うした
危
慎の
念は 、
講
師を
お
願い
し
た
教
員の
方々
との
接

触を
通して
払しよ
くされた 。
法
律や
経済史研究の
教員の
方々
か
らは 、

積極
的に
講
義を
お
引き
受けい
た
だ
けた
か
らで
ある 。

日
本の
近
代国家の
成立
期に 、
専
門的な
高
等
教
育機関を
創立しよ
う

と
志すよ
うな
人々
の
中に
は 、
日
本史の
教
科書に
登
場し 、
多くの
国
民

に
その
名を
共
有し
て
もらえ
るほ
どの
人
物た
ち
が
多く
存
在し
たの
で
あ

る 。
た
だ
彼らが
財政や
行政な
ど
き
わめ
て
専門
性の
高い
分野での
活
動

だっ
たの
で 、
社
会
的に
表面
化せ
ず 、
国
民
化するこ
と
な
く

埋もれて
し

まっ
た
に
すぎないこ
と
が
判
明した 。

具体的な
名
前をい
え
ば 、
創立
者の一
人・
田
尻
稲次
郎は 、
近
代の
財

政
史を
研究する
際 、
欠くこ
との
で
きない
存
在で
あ
り 、
二
代
目の
学
長

で
初
代の
総
長で
ある
阪谷
芳
郎は 、
大
蔵大
臣や
東
京
市長を
歴
任し 、
近

現
代の
都
市史や
財政
史の
中で
は
輝か
しい
業
績を
残し
てい
た 。
だ
か
ら

こ
そ
財政
史や
都
市史の
研究で
は
すでに
かな
りの
研究
蓄
積を
持っ
てい

て 、
日
本近
現
代史の
通
史や
概
説に
登
場するの
に 、
い
ま一
歩の
段
階に

きてい
るといっ
てよい 。

つ
ま
り
大
学史上の
歴
史
的人
物た
ち
は 、
日
本の
近
現
代の
政
治・
経済

史の
なかで
もかな
りの
人々
で
あ
り 、
そ
れは
政治の
表面に
現れ
ずと
も 、

さまざ
まな
分野で
すぐれた
活動をして
お
り 、
そこ
での
実績と
信念が 、

多くの
人々
に
共感さ
れ 、
教育
者と
し
て
も
信頼さ
れた
か
らこ
そ
高
等専

門
教
育の
牽
引
車た
りえ
た
とい
え
る 、だ
ろ
う 。

別の
見
方を
すれば 、
近
代国家建設途
上の
アメ
リカ
に
あっ
て 、
近
代

国
家の
運
営に
不可欠な
経
済・
法
律の
専門
的知
識だ
けで
な
く
研
究と
教

育の
重
要さを
会
得する
過
程は 、
想
像を
絶する
努力の
連
続で
あっ
た 。

そこ
での
実
績と
信念が
帰
国後 、
福
津諭
吉に
信頼さ
れ 、
その
周
囲に
存

在し
た
す
ぐれた
人
材た
ちに
も
共感を
得て 、
彼らの
協
力をベ
lス

に
専

修
学校
創立に
至っ
た
が 、
その
情熱は 、
近
代国
家の
建設で
も
社
会
活
動

に
も
燃え
続け 、
社会の
様々
な
場面に
大きな
足
跡を
残し
た
とい
うこ
と

だ
ろ
う 。
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大
学
史
の
講
義
を
通
し
て
痛
感
し
た
こ
と

開
講した
講
義を
通して
痛感した
もの
は
何か。
その
第一
は 、
私立
大

学は
大
学当
局の
大
学教
育へ
の
堅い
信念と
情
熱な
しに
は 、
学生た
ちに

共感を
得るこ
と
はで
きない
とい
うこ
と
で
ある 。

一専修大学史の編集から考える一

つ
ま
り理
事
長・
学長自らが
学生た
ちに
大
学の
歴
史 、
大
学の
現況 、

未
来へ
の
展望につ
い
て
語るこ
と
によっ
て 、
信
頼と
共感を
得るこ
と
で

ある 。
その
点 、
今回の
理
事
長・
学長の
講
義は 、
その
内
容とい
い
講
義

の
進め
方とい
い 、
と
もに
すば
らし
く 、
しか
も
真剣な
語り
方が 、
多く

の
受講生に
専
修大
学で
学聞を
学ぶ
際の
励みと
なっ
たこ
と
は
間違い
な

い 。
つ
ま
り 、
大
学の
トッ
プ
が
何を
考えてい
るの
か、
そ
れが
学生た
ち

の
意
欲を
大き
く左
右するこ
と
を
実感した 。
入
学式とい
う
限ら
れた
時

間でのコ
ンパ
ク
ト
な
訴え
も
大
切だ
が 、
時
間を
か
けて 、
じっ
く
り
説
明

するこ
との
すご
さを
改め
て
実感させ
ら
れた 。
本来 、
大
学の
講
義と
は

こ
うあるべ
しとい
う一
つ
のモ
デル
を
示して
くれた
と
思う 。

いま大学史を研究し学び合う意義について

第二
は 、
大
学史は
教
員・
職
員 、
学生だ
けを
視野に
入れただ
けで
描

い
て
はな
ら
ず 、
常に
巣立っ
ていっ
た
卒
業生を
意
識して 、
その
総
体と

して
捉えるこ
との
重
要
性を
改め
て
認
識したこ
とだ
ろ
う 。

講
義に
は
随
所に
卒
業生の
活
動が
紹
介さ
れた 。
関
東大
震災や
第二
次

世界大
戦 、
そして
戦後の
民主
化など 、
大
学経営が
危機に
瀕したと
き 、

多くの
卒
業生が
立ち
上が
り
協
力した 。
そ
れは 、
自らが
社
会に
おい
て

自
信を
持っ
て
活
動で
き
信頼さ
れる
存
在で
あ
りうるの
は 、
大
学での
教

育あっ
ての
こ
と
で
あるとい
う
謙虚な
気持ちの
発
露で
あ
り 、
そ
れが
大

学へ
の
愛
着と
なっ
てい
た
か
らで
ある 。

だ
か
ら 、
大
学史とい
え
ば 、
ど
うして
も
創立
者 、
教
員の
研
究・
教
育

活
動に
目を
向けが
ちだ
が 、
その
目
線を
卒
業生に
まで
向け 、
社
会の
な

か
で
専
修大
学の
研
究と
教
育がどの
よ
うに
認
知さ
れて
きた
か
を
描きだ

すこ
と
が
必
要で
あるこ
と
を
認
識させ
ら
れた 。

しか
し 、
卒
業生へ
の
目
線で
大
学史を
描くこ
と
は 、
意
外に
困難で
あ

る 。
それはこ
うした
観点でこ
れまであま
り
資料収集を
進め
てこ
なかっ

た
か
らで 、
現
在大
学史
資
料課での
最大の
課題は 、
そこ
に
ある 。
今
年

度か
らその
充
実を
はか
る
ため 、
卒
業生に
向けて
本格
的な
活
動を
開
始

し 、
よ
うや
く
資
料が
提
供さ
れだ
した
が 、
こ
れか
らの
課題で
ある 。

一
人の
講義ノ
l
ト

でいい 。
そこ
か
ら
何を
学ん
だ
かを
実感で
きるし 、

サー
クル
活
動の一
コ
マ
の
写真でい
い 、
そこ
か
ら
学生
生
活の一
端を
再

現で
きる 。
そ
うした
地
道な
活
動が
大
学史の
叙述をさ
らに
豊かに
で
き
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る
か
らで
ある 。

大
学
史
は
近
現
代
史
研
究
の
重
要
な
テ
l
マ
に

日
本の
近
現
代史を
研
究すると
き 、
対象と
な
るべ
き
政
治家とい
い 、

経済人とい
い 、
社
会に
貢
献して
きた
方々
が 、
大
学出身
者で
あ
り 、
し

か
も
私立
大
学出身
者で
あるこ
と
が 、
圧
倒
的な
比
率を
占め
てい
るこ
と

は 、
紛れ
もない
事実で
ある 。

そ
して
その
政
治家に
は 、
経済人に
は 、
い
かに
普遍
的な
思
想の
持ち

主で
あ
ろ
うと
も 、
か
な
ら
ずス
クール
カ
ラー
が
渉み
出る 。
そ
れが
良き



につ
け
悪し
きにつ
け 、
出身大
学に
跳ね
返っ
て
くる 。
その
点で
は 、

官庁 、
一
企
業の
中で
も
同じ
で
ある 。
か
な
ら
ず
同窓
会が
で
き
派
閥を
形

成する 。
その
核は
大
学で
ある 。
そ
し
て
そ
れが
様々
な
分野に
大きな
影

響を
与え
てい
る 。
こ
れは
大
学の
功罪で
ある 。
た
と
え
ば
名古屋
大
学の

理
学部か
らど
うし
てノ
ーベ

ル
物理
学
賞の
受
賞
者が
出るの
か。
毎
年十

一
月に
な
ると
国
民的話題に
な
る 。
そ
し
て
大
学の
教
育と
研究の
特質が

その
都度
問われてい
るこ
と
か
ら
も
納
得さ
れる
だ
ろ
う 。

経済の
専
修 、
商
学の
専
修とい
う 。
た
し
か
に
公認
会
計士や
税理
士の

数は
他大
学に
比
較し
て
すご
く
多い 。
彼らの
活
動を
見て
社
会が
そ
う
認

知し
てい
る
証
拠と
なっ
てい
る 。
そ
し
てこ
うし
た
専門
性豊かな
卒
業生

が
企
業経営に
タッ
チ
し
日
本の
経済
活
動を
支え
てい
るの
で
ある 。

だ
か
ら
もは
や 、
大
学は
国
民
的な
存
在で
あ
り 、
公共
的存
在で 、
現
代

社
会に
はな
くて
はな
らない
研究・
教
育機
関で
ある 。
そ
れは
私
学とい

え
ど
も
同じ
で
ある 。
私
学助成金は
国
民が
払う
税金の一
部で
ある
し 、

科学研究
費など
文
部科学省が
支
出する
研究教育費も
税の一
部で
ある 。

つ
ま
り
私立
大
学が
公共
的存
在で
ある
限り 、
近
現
代史
研究の
重
要な

研
究テiマ
と
し
て
注
目さ
れてよい
存
在で
ある 。
事実最近の
近
現
代史

研
究の
テlマ
と
し
て
多くの
研
究
者の
関心
事に
な
り 、
既刊の
私立
大
学

史の
活
用度が
ま
すま
す
高まっ
てい
る 。

その
点で一
私立
大
学が
収
蔵してい
る
大
学関
係資
料は 、
一
大
学に
埋

蔵させ
て
お
く
時
代で
は
もは
やない 。
逆に
積極
的に
公
開し
利
用を
促進

するこ
と
によっ
て 、
大
学の
ア
イデン
ティ
ティ
を
広
く
認
知さ
れるよ
う

な
活
動をな
すべ
き
時
代に
入っ
てい
る 。
そ
し
て 、
専門
的な
研究
者の
客

観
的な
目を
通し
て 、
確か
な
大
学の
イメージ
が
定
着し
てい
くこ
と
が
国

民か
ら
信頼を
得 、
さ
らに
次
代の
大
学を
創造する
起
点と
な
るこ
と
だ
ろ

，つ 。その
点で
専
修大
学が
創立一
五
O
年に
向けて 、
創立
期か
ら
順次
資
料

を
公
開 、
刊
行し
てい
く
体
制を
確認し
たこ
との
意
義は
大きい 。
そ
れで

こ
そ 、
「
社
会知
性の
開発」
をめ
ざ
す
大
学が 、
社
会に
向けて
な
すべ
き

重
要な
事業の一
つ
で
あると
思う 。
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